
■石油増税反対総決起大会に参加！

型生命共済の増強キャンペーンは、組合員様のご尽力の

でも、それぞれ支部目標を達成することができました。

誠にありがとうございました。　

深く感謝申し上げます。
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■共同購買事業増強キャンペーンの目標達成について！

■補助事業に係る実績報告書・請求書の提出期限について ！
　入換・撤去・漏えい防止工事・防水型計量機・べーパー回収計量機・洗車機・POS・タンクローリー・タブレット型給油許
可システム・土壌汚染検知検査の実績報告書及び支払請求書の組合提出期限を令和５年２月３日（金）としております。
　工事・納車・検査終了後、早急に代金をお支払いただき、領収書を添付して提出していただきますようお願いいたしま
す。

　（注）実績報告書の提出期限を過ぎると補助金が交付されないこともあります。余裕をもって手続きをお願いいたしま
す。

シュプレヒコールを上げる大賀理事長、石原会長

　11月16日（水）に、全石連・石油連盟主催の石油増税反対総決
起大会が東京都千代田区のキャピタルホテル東急において開催さ
れ、大賀理事長、石原油政連会長、森山専務理事が参加しまし
た。
　総決起大会には元売り関係者、全国都道府県の石油組合・石油
政治連盟、自民党の逢沢一郎石油流通問題議員連盟会長、宮澤
洋一税制調査会長、公明党の西田実仁税制会長をはじめ与党国
会議員など総勢４５０名が結集しました。
　大会では、「カーボンプライシング（炭素価格付け）の政策手段の
一つである炭素税について、２０２３年度税制改正論議の中で議論
することはない」との宮澤税調会長のあいさつや「カーボンニュート
ラルへの対応は、エネルギー安全保障にとっても災害対策にとっ
ても複層的な選択肢が必要であり、ＳＳをこれ以上減らしてはなら
ない」との出光全石連副会長の意見陳述などの後、
①さらなる石油増税や炭素税の導入には絶対反対！
②自動車用エネルギーへの不公平な課税を許すな！
③これ以上ガソリンスタンドを減らすな！
④合成燃料の社会実装化を急げ！
との大会決議を採択し、最後に参加者全員のシュプレヒコールを
上げて閉会しました。
　大会後には、県選出の細田博之衆議院議員、高見康裕衆議院
議員、高階恵美子衆議院議員、青木一彦参議院議員、三浦　靖参
議院議員、及び青木幹雄氏に大会決議について陳情を行いまし
た。

■廃タイヤ回収事業　年内回収について！
　年内の回収を依頼される給油所は、遅くとも江津・浜田・益田の組合員の方は12月20日（火）までに、その他の組合員
の方は12月23日（金）までに回収依頼票を県石までFAXをお願いします。
　回収業者も繁忙期に入っているため、締切日以降になりますと年内回収が難しくなりますので、早めの対応をお願いし
ます。
　複数給油所をお持ちの組合員の方は、この旨を各給油所へご連絡していただけますようあわせてお願いします。

　9月～11月の3ケ月実施した給油伝票、洗車タオル及び中

おかげで２種目達成することができました。また、多くの支部

　組合員様と共同事業委員の皆様にご協力いただき、


